
熊
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明
治
四
年
か
ら
明
治
九
年
ま
で
、
熊
本
洋
学
校
の
教
師

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
招
か
れ
た
、
Ｌ
（
リ
ロ
イ
）
・

Ｌ
（
ラ
ン
シ
ン
グ
）
・
ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
家
族
と
と
も
に
住

ん
だ
邸
宅
で
す
。
当
時
の
肥
後
（
熊
本
）
に
は
、
西
洋
建

築
物
を
、
建
て
る
大
工
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
長

崎
か
ら
大
工
を
招
き
ま
す
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
大
工
の
棟
梁

を
「
辰
吉
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸
建
築
に

は
大
変
な
お
金
が
か
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
熊
本
は
そ

う
ま
で
し
て
で
も
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
や
っ
て
く
る
の
を
首

を
長
く
し
て
待
っ
て
い
た
の
で
し
た
。
熊
本
で
は
最
古
の

洋
式
建
築
で
す
。 

ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
、

明
治
維
新
当
時
の

日
本
が
、
外
国
文

化
を
導
入
し
て
、

近
代
化
を
図
る
た

め
に
招
い
た
、
お

雇
い
外
国
人
と
呼

ば
れ
る
人
の
一
人

で
す
。 

熊
本
洋
学
校
は

現
在
の
県
立
第
一
高
等
学
校
の
あ
る
場
所
、
古
城
（
ふ
る

し
ろ
）
に
開
校
し
ま
し
た
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
徳
富
蘇
峰
（
と

く
と
み
そ
ほ
う 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
、
海
老
名
弾
正
（
え

び
な
だ
ん
じ
ょ
う 

京
都
同
志
社
総
長
）
、
横
井
時
雄
（
よ

こ
い
と
き
お 

衆
議
院
議
員
）
、
横
井
時
敬
（
よ
こ
い
と

き
よ
し 

東
京
農
業
大
学
初
代
学
長
）
等
、
明
治
、
大
正
、

昭
和
初
期
の
日
本
の
教
育
界
、
宗
教
界
、
実
業
界
等
を
リ

ー
ド
す
る
有
為
な
人
材
を
数
多
く
育
て
ま
し
た
。 

ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
明
治
九
年
の
一
〇
月
に
熊
本
を
去
り

ま
し
た
。
明
く
る
年
の
明
治
一
〇
年
、
熊
本
を
舞
台
と
し

て
始
ま
っ
た
、
日
本
人
同
士
の
最
後
の
戦
争
、
西
南
戦
争

の
時
に
は
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸
は
官
軍
総
督
と
し
て
来
熊
し

た
、
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
（
あ
り
す
が
わ
の
み
や
た
る
ひ

と
し
ん
の
う
）
の
宿
所
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
有
栖
川
宮

の
許
可
に
よ
り
，
官
軍
、
薩
摩
軍
の
敵
味
方
の
関
係
な
く

負
傷
兵
を
助
け
る
、
救
護
団
体
、
「
博
愛
社
」
が
設
立
さ

れ
ま
す
。
博
愛
社
は
，
一
〇
年
後
に
日
本
赤
十
字
社
と
な

っ
た
の
で
、
こ
の
ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸
は
「
日
本
赤
十
字
発
祥

の
地
」
と
も
、
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
明
治
二
〇
年
に
県
庁
移
転
に
伴
い
南
千
反
畑

町
に
移
築
し
ま
す
。
ま
ず
は
物
産
館
と
し
て
使
わ
れ
ま
す

が
、
明
治
三
六
年
に
は
県
立
高
等
女
学
校
の
仮
校
舎
と
し

て
使
用
さ
れ
ま
す
。
又
日
露
戦
争
の
ロ
シ
ア
人
将
校
の
捕

虜
収
容
所
に
も
な
り
ま
し
た
。
戦
争
が
終
る
と
又
物
産
館

と
な
り
ま
す
。
更

に
昭
和
七
年
に

は
水
道
町
に
移

築
し
、
日
赤
事
務

所
、
血
液
セ
ン
タ

ー
と
し
て
使
わ

れ
ま
し
た
。
昭
和

四
五
年
に
、
記
念

館
と
し
て
水
前

寺
公
園
東
隣
の
，

現
在
地
に
移
築

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
四
五
年
一
一
月
に
熊
本
市
有

形
文
化
財
指
定
、
四
六
年
五
月
に
は
熊
本
県
指
定
有
形
文

化
財
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
敷
地
内
に
、
夏
目
漱
石
が
熊
本
時
代
に
三
番
目
に

住
ん
で
い
た
住
宅
（
旧
大
江
村
・
現
在
の
新
屋
敷
町
）
も
、

昭
和
四
七
年
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
多
少
図
々

し
い
、
五
高
生
「
股
野
義
郎 

ま
た
の
よ
し
ろ
う
」
君
が

住
む
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
っ
て
書
生
と
し
て
住
み
込
み

ま
す
。
朝
寝
坊
の
う
え
に
ご
飯
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
り
、

漱
石
の
弁
当
を
こ
っ
そ
り
食
べ
た
り
す
る
人
で
す
。
漱
石

は
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
中
に
多
々
良
三
平
（
た
た
ら

さ
ん
ぺ
い
）
と
い
う
野
蛮
な
書
生
を
登
場
さ
せ
ま
す
が
、

こ
の
モ
デ
ル
は
股
野
義
郎
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ジ
ェ
ー
ン
ズ
と
は 

 

リ
ロ
イ
・
ラ
ン
シ
ン
グ
・
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
写
真
を
、
左

に
載
せ
ま
し
た
。
写
真
で
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
元
軍
人

で
す
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
第
十
六
代
大
統
領
の
リ
ン
カ

ー
ン
の
時
代
に
起
き
た
南
北
戦
争
に
参
加
し
た
人
で
す
。 

一
八
三
七
年
、
三
月
二
七
日
に
ア
メ
リ
カ
の
オ
ハ
イ
オ

州
に
生
れ
、
敬
虔
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
両
親
に
育
て
ら

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
時
代
は
、
泳
ぎ
と
釣
り
が
好
き
で
、

兎
狩
り
等
に
熱
中
し
、
乳
搾
り
を
し
た
り
、
馬
を
馴
ら
し

た
り
、
家
畜
の
世
話
を
し
な
が
ら
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

又
機
械
類
が
好
き
で
屋
根
裏
で
掛
け
時
計
を
見
つ
け
て

は
、
分
解
す
る
の
が
大
好
き
で

し
た
。 

一
八
五
四
年
、
一
六
歳
に
な

っ
た
時
、
父
親
か
ら
勧
め
ら
れ

て
、
法
律
事
務
所
で
法
律
の
勉

強
を
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
彼
の
関
心
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン

や
ナ
ポ
レ
オ
ン
等
の
活
躍
に
あ
っ
た
の
で
し
た
。 

一
八
五
六
年
、
義
務
的
な
法
律
の
勉
強
に
見
切
り
を
つ

け
た
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
、
軍
人
に
な
ろ
う
と
思
い
、
父
親

を
少
し
ず
つ
説
き
伏
せ
て
い
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
つ
い
に
、
四
月
に
、
厳
し
い
試
験
が
あ
る
、
ア

メ
リ
カ
で
最
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
「
ウ
エ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト

陸
軍
士
官
学
校
」
の
士
官
候
補
生
と
し
て
仮
入
学
し
た
の

で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
約
二
時
間
の
郊
外
に
あ
り
ま

し
た
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
学
ぶ
内
容
が

軍
事
工
学
だ
け
で
な
く
、
物
理
、
化
学
、
天
文
学
、
地
理

学
、
地
質
学
と
様
々
な
勉
強
が
で
き
た
の
で
、
卒
業
後
は

民
間
で
も
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
だ

っ
た
の
で
す
。
ウ
エ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
陸
軍
士
官
学
校
出

身
者
は
道
路
、
運
河
、
鉄
道
と
い
っ
た
分
野
で
も
活
躍
で

き
た
の
で
し
た
。
仮
入
学
を
許
可
さ
れ
た
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は

そ
の
後
更
に
試
験
を
受
け
、
七
月
に
正
式
に
入
学
を
許
さ

れ
た
の
で
し
た
。 

ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
一
八
六
一
年
に
こ
の
陸
軍
士
官
学
校

を
卒
業
し
ま
す
。
こ
の
卒
業
の
前
に
、
リ
ン
カ
ー
ン
が
大

統
領
に
な
り｢

奴
隷
解
放｣

を
め
ぐ
っ
て
、
南
北
戦
争
が
始

ま
り
ま
し
た
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
卒
業
す
る
と
、
奴
隷
開
放

側
、
北
軍
の
砲
兵
隊
少
尉
と
し
て
、
参
戦
し
、
最
後
は
砲

兵
大
尉
に
ま
で
昇
進
し
ま
す
。
途
中
で
、
砲
兵
戦
術
の
教

官
助
手
、
地
理
学
、
歴
史
学
、
論
理
学
の
助
教
授
に
も
任

命
さ
れ
ま
す
。
南
北
戦
争
は
北
軍
の
勝
利
と
な
り
、
一
八

六
五
年
に
終
結
し
ま
す
。
そ
の
後
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
オ
レ
ゴ

ン
州
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
砦
に
配
属
さ
れ
て
、
体
調
を
崩

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
争
が
な
い
と
き
の
、
軍

人
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と
考
え
、
一
八
六
七
年
、
一
二

月
に
退
役
し
ま
す
。 

一
八
六
九
年
、
結
婚
し
て
い
た
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
新
し
い

生
活
を
始
め
よ
う
と
、
妻
、
ハ
リ
エ
ッ
ト
と
生
れ
た
ば
か

り
の
子
ど
も
を
連
れ
て
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
セ
イ
ン
ト
・

デ
ニ
ス
に
引
越
し
、
エ
ル
ク
・
リ
ッ
ジ
農
場
を
買
い
、
農

業
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
農
場
は
中
程
度
の
大
き
さ
で
、

土
地
の
質
も
ま
ず
ま
す
で
し
た
。
子
ど
も
の
と
き
か
ら
、

経
験
し
て
い
る
家
畜
の
飼
育
や
、
こ
の
農
場
で
の
農
業
経

験
が
、
熊
本
へ
来
て
か
ら
も
大
変
役
に
立
ち
ま
す
。
こ
の

頃
ま
で
は
、
熊
本
に
招
聘
さ
れ
る
こ
と
な
ど
は
、
全
く
頭

に
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
日
本
は
動
乱
の
明
治
維

新
期
に
入
っ
て
い
た
の
で
し
た
。
そ
う
い
う
時
期
に
肥
後

は
洋
学
校
の
先
生
を
探
し
て
い
た
の
で
し
た
。 

 

※

「
事
務
局
便
り
」 

本
田
憲
之
助             

  

設
立
総
会
が
終
わ
る
と
次
の
集
ま
り
は
一
月
で
、
黒
田
館

長
に
よ
る
市
民
講
座
で
す
。
三
月
は
ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
亡
く
な

っ
た
月
で
す
の
で
、
記
念
祭
と
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
何
れ
も
近
づ
い
た
ら
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
現

在
会
員
は
約
百
名
で
す
。
力
を
合
わ
せ
て
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
顕

彰
の
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
た
文
献
、
残
さ
れ
た
資
料
等
を
整
理
し
た
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
連
絡
し
あ
っ
た
り
と
や
る
事
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
是
非
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
事
務
局
へ
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 


